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☆ 注 意 事 項 ☆

！！ 必ずお読み下さい ！！

１．軒先雪止め補助具は、軒先の氷層が補助具の先端突起部を包んで氷結するた

め、融雪が進むまで軒先に氷層を保持して、氷層のせり出しや滑落を防ぐ雪止め

金具です。

２．軒先に積った湿り雪の場合では、湿り雪層が軒先に移動するとき、雪止め補

助具の先端突起部が障害となって、突起部周辺の密度が大きくなり滑落の勢いに

ブレーキをかけるため、湿り雪の一括落雪を防ぎます。

３．鋼板葺き屋根の屋根裏断熱性能に注意が必要です。

屋根裏からの暖気で屋根雪を融かす構造の鋼板葺き屋根では、屋根裏の暖気が

屋根の表面温度を上げるために軒先近くまで融雪されます。

このとき氷層は軒先先端に形成されるため、雪止め補助具の先端突起部を包む

に至らず補助具の効果は期待できません。（下図例）

４．瓦葺き屋根の場合、屋根裏断熱性能に優れているので、軒先の湿り雪が氷層

を形成するとき、確実に補助具先端突起部に噛付くため、最良の効果が得られま

す。目立たないため、瓦屋根の持つ風情を損ないません。

＜＜瓦葺き屋根への積極的施工をお勧めします！＞＞

0817Ｖ4

過去の軒先氷塊滑落の様子を検討のう

え、施工判断する

１
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Ⅰ．軒先雪止め補助具の役割

軒先雪止め補助具を取付けることによって、既設の雪止め具より下方の軒先に積った湿り

雪層の一括滑落や、軒先氷層の滑落を防ぐことができます。屋根裏断熱性能の低い鋼板葺

き屋根や屋根裏暖気で融雪する構造の屋根には、注意が必要です。

１．軒先氷層の滑落防止

軒先に積もった湿り雪が氷層を形成するとき、軒先雪止め補助具の先端突起部を包む

ように氷結します。

湿り雪層や氷層は、空気に触れている部分や太陽光によって融けるため、補助具の突

起部で保持された軒先氷層は、融雪が進んで補助具突起部から外れるレベルの薄さに

なるまで軒先に保持し、せり出しや滑落を防ぎます。

このため、氷層が成長し軒樋の氷と一体化した軒先氷層をも保持するので、軒樋の損

傷も防ぐことができます。

度重なる降雪によって、軒先の雪層に付着を繰り返し、せり出した様に見える場合で

も、補助具突起部は屋根面の氷層を保持している限り、ベースが動かず滑落を防ぐの

で、軒先の氷層を棒等で突付いて落とそうとしないでください。氷層を突付いて

刺激すると、氷層が振動し補助具突起部から外れて滑落を誘発する原因となります。

豪雪地域では、積雪量が大きくなった場合の雪下ろしは必要です。この場合、補助具

が軒先の雪層を保持しているので、雪下ろし作業の滑落危険を防ぐ効果があります。

２．湿り雪層の一括滑落防止

軒先の湿り雪層が滑落方向に移動する時、補助具突起部周辺の湿り雪は、突起部が障

害物となって密度が大きくなり、一括滑落を防ぎます。

補助具と補助具の間からは、湿り雪が軒先に向かって移動しますが、軒先に向かって

滑る距離が短いため、滑落飛距離が小さく、ほぼ軒下に落下します。

細分化されて滑落する湿り雪の量小さくなり、軒下での危険度合いを小さくします。

ソーラーパネルを取り付けた屋根では、パネルの摩擦係数が小さいため、積った雪が

軒先に向かって滑り出すと、放物線を描いて軒下に一括滑落する危険があります。

軒先雪止め補助具を取り付けることによって、補助具先端突起部がブレーキとなり、

軒先に溜まった湿り雪の一括滑落を防ぎます。

補助具施工

落 雪

２
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Ⅱ．軒先雪止め補助具の長さ選択

軒先雪止め補助具は、軒先の積雪が氷結し氷層を作る時、補助具先端の突起部を

包み閉じ込めて氷結するため、軒先の氷塊滑落を防ぐことが出来ます。

軒先で湿り雪が氷結して形成される氷層は、軒先が最も厚く、屋根上方に向かって薄くな

っています。このため、補助具を取り付けるとき、L250 ・ L400 ・ L600 の中から補助具の

先端突起部が軒先に近くなる長さの補助具を選択します。

南側に取り付ける場合や、ソーラーパネルの一括落雪予防の場合には、滑落方向に移動す

る湿り雪が補助具の突起部で抑えられ、周辺の密度を大きくするため、軒雪の一括落雪を

抑制し、部分的な落雪も滑落飛距離が抑えられるためほぼ軒下に落下します。

補助具品名 補助具の長さ

Ｌ２５０ ２５０ｍｍ

Ｌ４００ ４００ｍｍ

Ｌ６００ ６００ｍｍ

＜補助具の長さ選択＞

補助具の種類は、長さの異なる３種類あります。

採用する補助具の選定は、既設の雪止め具に補助

具を引っ掛けた時、補助具の先端突起部が、軒先

から２～２０㎝に位置する補助具を選択してくだ

さい。（先端に近い程良い）

雪止めアングルに取り付ける場合、既設の

アングル取り付け位置を移動して補助具の

長さ選定することもひとつの手段です。

３
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Ⅲ．雪止め補助具の種類選定と本数計算

①三州瓦葺き（平瓦・洋瓦は瓦の働き寸法から長さ選択）
普通雪止め瓦は、軒先から３枚目と４枚目に千鳥に配置され

ている。３枚目にはＬ400 を使用し、４枚目にはＬ600 を使用

するとよい。１谷置きに取り付ける場合は、４枚目に配置さ

れた雪止め瓦にＬ600 の補助具を取り付けるとよい。（全谷

取付が効果的）本数の算出は、設置の谷数が適用される。

②瓦棒葺き
瓦棒葺きの屋根は、働き巾の中央に１本づつ配置するとよい。

雪止め補助具の選択は、軒先から雪止めアングルまでの長さを

基準として、補助具をアングルに引っ掛けた場合に、補助具の

先端突起部が、軒先から 2～20cmに位置するものを選定する。

（２本配置が効果的）本数の算出は、設置の谷数が適用される。

③鋼板葺き（部分取付は、雪切り対策必要。１面全部取付推奨）
鋼板葺きの屋根は、30～45cm間隔で配置するとよい。隅に配

置する場合は隅から 15～20cm程度に取り付ける。

雪止め補助具の選択は、軒先から雪止めアングルまでの長さを

基準として、補助具をアングルに引っ掛けた場合に、補助具の

先端突起部が、軒先から 2～20cmに位置するものを選定する。

本数の算出は、軒の長さと取り付け間隔から割り出す。

⑤既設の雪止めが無い屋根
既設の雪止めが無い屋根や丸瓦葺き屋根は、軒桁上の屋根に雪止めアングルを取り付け、

そのアングルに雪止め補助具を引っ掛けて取り付けるとよい。

雪止め補助具の選択は、軒先から雪止めアングルまでの長さを基準として、補助具をア

ングルに引っ掛けた場合に、補助具の先端突起部が、軒先から 2～20cmに位置するも

のを選定する。本数の算出は、上記①または③を充当する。

１．補助具の種類選定 Ｌ250（250 ㎜） Ｌ400（400 ㎜） Ｌ600（600 ㎜）

補助具の種類は、長さの異なる３種類あります。

採用する補助具の選定は、既設の雪止め具に補助具

を引っ掛けた時、補助具の先端突起部が、軒先から

２～２０㎝に位置する補助具を選択してくださ

い。（先端に近い程良い） （前ページ参照）

２．補助具の本数算出

④雪止金具屋根（千鳥配置の場合軒先から遠い方は必ず取付）
雪止金具の屋根は、取付部品を使って補助具を取り付けます。

（取付け出来ない金具もありますので注意してください）

雪止め補助具の選択は、軒先から雪止金具までの長さを基準

として、補助具を、取付部品を使って取り付けた場合に、補

助具の先端突起部が、軒先から 2～20cmに位置するものを

選定する。本数の算出は、雪止金具の数を適用する。（全金

具に取付推奨）

４
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Ⅳ．補助具の部分取付に関する注意事項
軒先に形成される氷層は、軒先に沿って連結した厚い板状となります。

雪止め補助具は、その板状になった氷層を均等な保持力で春先の融雪まで保持しますが、

一面の屋根の一部分のみ取付ける場合は、注意が必要です。（下図を参照）

三州瓦葺きや瓦棒葺きの屋根は、屋根の傾斜方向に凹凸があるため、雪切り効果があるの

で１部分の取付でも問題が少ないと考えますが、平瓦葺きや一文字葺きの屋根では、補助

具の取付けていない部分のせり出す力や滑落する力で、補助具の取付部分に反発力が働き、

連結した氷層の割れ連鎖によって、本来保持したい部分の氷層をも壊してしまい、取付部

分の氷層が割れて氷塊の滑落を誘発する可能性が高くなります。

この場合、補助具の取付けない部分との境で、雪切り対策（氷層の連結を遮断）をおこな

ってください。

アングル

雪切り対策

右の「未施工部の落雪推移」を参照してください。

１面全ての取り付けを推奨します。 雪切り対策

未施工部の落雪推移

５
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1 補助具の先端突起部を既設の雪

止め上方から挿入、または、補

助具のフック部を絞りながら既

設の雪止めの下方から挿入しま

す。

2 針金を使って、補助具が移動ま

たは押し上げの力で抜けないよ

うに支点を作り固定します。

雪止アングルの取付（７，８頁）

1 アングルに針金を固定（コー

ナーはしっかり曲げる）

2 補助具の軸に針金を巻き付

け固定（支点作成）

雪止瓦の取付（７，８頁）

1 雪止め補助具先端突起部

がなるべく水平になるよ

うに位置調整し、中央か

ら先に瓦の雪止め部に針

金で固定（コーナーはし

っかり曲げる）

2 補助具の軸に針金を巻き

付け固定（支点作成）

中央側を最初に固定する

針金による固定

＃20（線径 0.9 ㎜）の銅線を推奨

Ⅴ．取付け方法

雪止金具への取付け方法

雪止金具

補助具

取付部品

①取付部品に雪止め補

助具をセット。

②雪止め補助具をセッ

トした取付部品を、雪

止金具に上から差し込

みます。

③雪止金具を挟み込ん

だ状態で、取付部品の

ネジを締めて取り付け

完了。

フック部

突起部

補助具の突起部が軒先から 2～20 ㎝の

範囲に位置する補助具の長さを選択

６
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取付方法の例１（針金の縛り方）

一文字葺き等の取付けで、アングルの押さえ

で先端突起部が浮き上がる場合は、下図のよ

うに軸の中間を曲げて先端が屋根面に接する

ようにします。（突起部先端を押さえ、伸出部

を上に持ち上げる）

支点を作り、アングルまたは雪止め瓦の雪止め部分に固定します。

針金止めは、風等の力で補助具を移動しないようにする目的です。

針金は＃20（線径 0.9㎜）の銅線

を推奨

アングル取付

（針金長さ２８㎝程度）

上記の手順で支点①を作

成する。

アングルの下をくぐらせ

②の方向に引っ張り、③の

コーナーをしっかり曲げ

てから④で針金をねじっ

てしっかり固定する。

⑤の位置で長い方の針金

を補助具のフック部に引

っ掛け、下方に引っ張りな

がら巻きつける。

雪止め瓦取付（中央）

（針金長さ２５㎝程度）

上記の手順で支点①を作

成する。

雪止め部の下をくぐらせ

②の方向に引っ張り、③の

コーナーをしっかり曲げ

てから④で針金をねじっ

てしっかり固定する。

⑤の位置で長い方の針金

を補助具のフック部に引

っ掛け、下方に引っ張りな

がら巻きつける。

雪止め瓦取付（隅）（針金長さ２５㎝程度）

①で補助具のフック部に針金を巻きつける。

針金を補助具の下を通して②の方向に引っ張

り、③でフック部に巻き付け固定する。
雪止め瓦の針金止め（中央）は、

雪止め部円弧が斜めのため、補助

具突起部を水平にするためです。

下図④のねじり長さ３㎝程度を準備した側を持ち、他方の長い側を補助具に巻きつけ、

固定対象のアングルまたは瓦の雪止め部をくぐらせる。

７
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取付方法の例２（針金の縛り方）
針金は＃20（線径 0.9㎜）の銅線を推奨

アングルへの取付手順
針金の先端を、アングルの下を通

して①のコーナーでしっかり曲げ

る。

②の方向に引っ張りながら補助具

に巻きつけ支点③を作成する。

次に④のように針金の両端を合わ

せ、ネジって固定する。

アングルへの補助具取付は、補助

具のフック部２本とも針金止めし

ます。

雪止め瓦への取付手順
雪止め瓦の雪止め部は、円弧が変

形した形のため、補助具の先端突

起部をほぼ水平にするために、中

央部の針金止めが重要となりま

す。

中央の取付

針金の先端を、雪止め瓦の雪止め

部の下を通して①のコーナーでし

っかり曲げる。

②の方向に引っ張りながら補助具

に巻きつけ支点③を作成する。

次に④のように針金の両端を合わ

せ、ネジって固定する。

隅の取付

補助具のフック部先端に針金の端

を巻きつけ、他方を瓦の雪止め部

の手前から補助具の下を通して引

っ張り、補助具のフック部先端に

巻きつける。（補助具の前後移動

を防ぐため。）

一文字葺きや平瓦等の取付けで、アングルの押

さえにより先端突起部が浮き上がる場合は、右

図のように補助具中間を曲げて先端が屋根面

に接するようにする。（突起部先端を押さえ、

伸出部を上に引く）

針金止めの目的は、風等の力で補助具が移動しないようにするため。

８
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折板屋根への取付け例

アングルのある折板屋根に

取付できます。アングルに

雪止め補助具を引っ掛け、

ステンレスの針金で

しっかり固定します。

底辺が５０㎜以下の折板

屋根では、補助具を反転

させ、先端突起部を下に

なるように取付けます。

補助具長さの選定について
折板屋根の軒先から５㎝以上奥に補助具

の先端突起部が位置する長さの雪止め補

助具を選定します。軒先部に樋穴がある場

合は、樋穴より５㎝以上奥に補助具の突起

部が位置する長さの雪止め補助具を選定

します。

底辺が５０㎜以下の折半屋根では、補

助具を反転させ、先端突起部を下にな

るように取付けます。（上図参照）

針金は、＃20（線径 0.9㎜）の銅線またはステンレス線を推奨します。

下図④のねじり

長さを十分準備

した側を持ち、他

方の長い側を補

助具に巻きつけ、

固定対象のアン

グルをくぐらせ

る。

アングルへの取付

上記の手順で支点①を作成する。

アングルの下をくぐらせ②の方向に

引っ張り、③のコーナーをしっかり

曲げてから④で針金をねじってしっ

かり固定する。

⑤の位置で長い方の針金を補助具の

フック部に引っ掛け、下方に引っ張

りながら巻きつける。

針金での支点作成は、補助具の

移動を防ぎ、固定する目的です。
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Ⅵ．滑落飛距離の解説

Ｓ：滑落長さ ｔ：落下時間

ｈ：軒先高さ

ｄ：落雪飛距離

Ｑ：屋根勾配角度

ｖ：Ｂ点の飛び出し速度

ｇ：重力加速度（980㎝／sec２）

μ：動摩擦係数

屋根葺材一般の値 0.1～0.4

勾配の急な屋根や摩擦係数

の小さな塗装屋根の軒雪の

落雪飛距離を小さくする取

付け方法です。

雪止め補助具の先端突起部

が、軒先より先に出るよう

な長さの補助具を選択し取

り付けます。

軒先の湿り雪のせり出しが

生じても、補助具の先端突

起部が軒先位置での飛び出

し速度を大きく減少します

ので滑落飛距離は、ほぼ軒

先の真下近傍になります。

滑落飛距離を小さくする取付け

氷塊重心

軒先

軒下
落雪位置
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屋根の落雪飛距離（軒先氷塊の重心位置を滑落長さとして算出）

1. 動摩擦係数 0.2 とした時（つや消し塗装の一般的な鋼板葺きを想定）

落雪飛距離の算出結果 飛距離単位㎝
勾配 軒先高さｈ 滑落長さ 10㎝ 滑落長さ 20㎝ 滑落長さ 30㎝

3寸

約 16.7°
1Ｆ 3ｍ 31.9 44.9 54.7
2Ｆ 6ｍ 45.5 63.9 78.0
3Ｆ 9ｍ 55.7 78.5 95.8

4寸

約 21.8°
1Ｆ 42.6 59.5 72.2
2Ｆ 60.7 85.1 103.6
3Ｆ 74.6 104.8 127.7

5寸

約 26.6°
1Ｆ 48.7 67.6 81.7
2Ｆ 69.7 97.3 118.0
3Ｆ 85.8 120.1 146.0

6寸

約 31.0°
1Ｆ 52.1 72.0 86.6
2Ｆ 74.8 104.1 126.0
3Ｆ 92.3 128.8 156.2

7寸

約 35.0°
1Ｆ 53.7 73.9 88.6
2Ｆ 77.5 107.4 129.6
3Ｆ 95.7 133.2 161.1

8寸

約 38.6°
1Ｆ 54.2 74.2 88.6
2Ｆ 78.4 108.3 130.4
3Ｆ 96.9 134.6 162.5

9寸

約 42.0°
1Ｆ 53.8 73.4 87.4
2Ｆ 78.0 107.6 129.2
3Ｆ 96.7 133.9 161.4

2. 動摩擦係数 0.25 とした時（三州瓦葺きを想定）

落雪飛距離の算出結果 飛距離単位㎝
勾配 軒先高さｈ 滑落長さ 10㎝ 滑落長さ 20㎝ 滑落長さ 30㎝

3寸

約 16.7°
1Ｆ 3ｍ 22.7 32.0 39.0
2Ｆ 6ｍ 32.2 45.4 55.5
3Ｆ 9ｍ 39.5 55.7 68.1

4寸

約 21.8°
1Ｆ 37.0 51.8 62.9
2Ｆ 52.7 74.0 90.1
3Ｆ 64.8 91.1 111.0

5寸

約 26.6°
1Ｆ 44.7 62.1 75.1
2Ｆ 63.8 89.2 108.3
3Ｆ 78.6 110.1 133.8

6寸

約 31.0°
1Ｆ 49.0 67.7 81.5
2Ｆ 70.3 97.8 118.3
3Ｆ 86.6 121.0 146.7

7寸

約 35.0°
1Ｆ 51.2 70.4 84.4
2Ｆ 73.8 102.3 123.4
3Ｆ 91.0 126.7 153.3

8寸

約 38.6°
1Ｆ 52.2 71.3 85.1
2Ｆ 75.3 104.0 125.1
3Ｆ 93.1 129.2 155.9

9寸

約 42.0°
1Ｆ 52.2 71.0 84.3
2Ｆ 75.5 104.0 124.7
3Ｆ 93.5 129.4 155.8
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3. 動摩擦係数 0.15 とした時（表面の粗いカラー鉄板葺きを想定）

落雪飛距離の算出結果 飛距離単位㎝
勾配 軒先高さｈ 滑落長さ 10㎝ 滑落長さ 20㎝ 滑落長さ 30㎝

3寸

約 16.7°
1Ｆ 3ｍ 39.0 54.7 66.5
2Ｆ 6ｍ 55.5 78.0 95.1
3Ｆ 9ｍ 68.1 95.9 117.0

4寸

約 21.8°
1Ｆ 47.5 66.2 80.2
2Ｆ 67.7 94.9 115.3
3Ｆ 83.3 116.9 142.3

5寸

約 26.6°
1Ｆ 52.5 72.7 87.7
2Ｆ 75.1 104.8 127.0
3Ｆ 92.6 129.4 157.1

6寸

約 31.0°
1Ｆ 55.2 76.0 91.2
2Ｆ 79.3 110.1 133.0
3Ｆ 97.8 136.3 165.1

7寸

約 35.0°
1Ｆ 56.3 77.1 92.2
2Ｆ 81.2 112.3 135.2
3Ｆ 100.3 139.3 168.3

8寸

約 38.6°
1Ｆ 56.4 76.9 91.4
2Ｆ 81.5 112.4 135.0
3Ｆ 100.8 139.7 168.4

9寸

約 42.0°
1Ｆ 55.8 75.6 89.5
2Ｆ 80.8 111.0 132.9
3Ｆ 100.0 138.2 166.2

4. 動摩擦係数 0.10 とした時（滑り易いカラー鉄板葺きを想定）

落雪飛距離の算出結果 飛距離単位㎝
勾配 軒先高さｈ 滑落長さ 10㎝ 滑落長さ 20㎝ 滑落長さ 30㎝

3寸

約 16.7°
1Ｆ 3ｍ 44.9 62.9 76.4
2Ｆ 6ｍ 63.9 89.8 109.4
3Ｆ 9ｍ 78.5 110.4 134.6

4寸

約 21.8°
1Ｆ 51.8 72.2 87.3
2Ｆ 74.0 103.6 125.8
3Ｆ 91.1 127.7 155.3

5寸

約 26.6°
1Ｆ 55.9 77.4 93.2
2Ｆ 80.2 111.7 135.2
3Ｆ 98.8 138.0 167.4

6寸

約 31.0°
1Ｆ 58.0 79.8 95.6
2Ｆ 83.4 115.7 139.6
3Ｆ 102.9 143.3 173.4

7寸

約 35.0°
1Ｆ 58.6 80.2 95.7
2Ｆ 84.6 116.9 140.7
3Ｆ 104.6 145.2 175.2

8寸

約 38.6°
1Ｆ 58.4 79.4 94.3
2Ｆ 84.4 116.3 139.5
3Ｆ 104.5 144.6 174.2

9寸

約 42.0°
1Ｆ 57.4 77.7 92.0
2Ｆ 83.3 114.3 136.7
3Ｆ 103.2 142.4 171.2

5.滑落の発生しない計算上の摩擦係数

３寸勾配μ＞0.30 ４寸勾配μ＞0.39 ５寸勾配μ＞0.50 ６寸勾配μ＞0.60
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Ⅶ．ソーラーパネルの軒雪一括落雪を防ぐ
一括滑落の図 一括滑落を防ぐの図

パネル上の雪が滑り軒先に

押し出される

パネル上の雪が滑り軒先に

押し出される

屋根面の融雪で軒雪の

一括落雪

補助具突起部周辺で

ブレーキがかかり

一括落雪を防ぐ

雪止め補助具

雪止め補助具

既設の雪止め

軒雪 軒雪

軒先 軒先

矢印：湿り雪の押出し

三州瓦屋根の施工事例

解説：軒先の湿った重い雪

が滑落する方向に移動する

とき、湿り雪の粘性で補助

具先端突起部周辺の湿り雪

の密度が大きくなるため滑

落を抑制する。

取付けた補助具と補助具の

中間部分では、湿り雪が軒

先方向に向かって移動しよ

うとするとき、その部分で

も密度が増すため軒雪の一

括滑落が抑制され、軒下の

危険を抑えることができ

る。
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Ⅷ．軒先雪止め補助具のすがもれ防止効果

軒先雪止め補助具はステンレス製で、熱伝導率が高

いため、融雪によって軒先の氷層より上方に溜まる

融雪水の温度を、補助具の先端突起部まで徐々に熱

伝導し補助具に沿った融雪水の流れ道を作る。

このとき、氷層に閉じ込められた補助具の周りに生

じる温度差で、氷層内に毛細状のクラックが発生す

る。

このクラックを通って融雪水は軒先まで流れだし、

融雪水によるすがもれを防ぐことができる。

1 氷層に閉じ込められた補助具

融雪水の位置に食紅を添加

2 熱伝導により補助具に沿った氷の融解が進む。

3 補助具の先端突起部まで熱伝導による

氷の融解が進み、温度差によって生じ

た毛細状のクラックに融解水（食紅の

色）が浸透している。

補助具に沿って隙間が出来、水が流れる

4 補助具の融解水入り口から流入した水は、

補助具に沿ってできた流道を進み、先端突

起部の回りの毛細状のクラックに浸透し

て軒先まで流れ出る。

全体像突起部 融解水入り口

氷層入り口の穴が広がる
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Ⅸ．資料集
１． 施工写真

①瓦葺き屋根

②鋼板葺き屋根（アングル取付け）
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③雪止め金具に取付け（取付部品 B16を使用）

２． 氷層保持写真（補助具の突起部を閉じ込めた氷層）

瓦屋根の軒先上層部の雪を落として撮影

瓦棒屋根の氷層保持（１谷２本施工）
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３． 雪止め補助具施工の軒先積雪と融雪推移（一文字葺き 2011 年）

2011/ 2/01

度重なる降

雪による軒

雪 の 付 着 。

（せり出し

ではない）

2011/ 2/06

融雪により軒

雪やツララが

融ける。

2011/ 2/17

更に融雪が進

む。

ツララが融け

た状態。

2011/ 2/22

付着でせり出

した様になっ

ていた軒雪が

ほぼ融け、残っ

た軒雪の融雪

を待つ。

2011/ 1/19

補助具の効果で軒雪のベースが

動かないので軒雪や氷層を落と

そうとしないこと。

軒雪や氷層は、空気に触れている

ところから融けるので、刺激しな

いこと。

豪雪地域では、積

雪が多くなった

場合の雪降ろし

が必要です。軒雪

のベースが保持

され作業の危険

が軽減されます。
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４．比較解説（三州瓦葺き屋根）

2006.01.04 2006.01.20

せり出し無し せり出し

滑落直前

補助具取付屋根
2006/1/4

軒先氷層のせり出しが無い。

軒樋からあふれた水がツララと

なった。

2006/1/20

ツララが融けた状態。

軒先氷層が補助具によって保持

され、せり出しが無い。

補助具未施工屋根
2006/1/4

軒先氷層がせり出し、せり出

した氷層先端からツララが成

長した。

2006/1/20

せり出した氷層先端のツララ

が融けた状態。

氷層がせり出し、滑落寸前。
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５．軒先氷層滑落による軒樋損傷

６．軒先氷層のせり出し
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Ⅹ．折板屋根：補助具の効果比較

施
工
状
況

写真左側：雪止め補助具施工の折板屋根 写真右：未施工の折板屋根

H24.01.04
１５時撮影

左は、軒先からの

ツララが成長。

右は、谷部の氷層

せり出しと積雪

層の巻きだれ。

H24.01.12
１１時撮影

左は、継続してせ

り出しなし。

右は、せり出し部

分が１回割れて

落下後、更にせり

出した状況。

H24.02.13
１5時撮影

左は、継続してせ

り出しなし。

右は、厚い氷柱が

１ｍ以上せり出

している。
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